科学技術の状況に係る総合的意識調査 （定点調査2008） 「科学技術システムの課題に関する代表的研究者・有識者の意識定点調査」「科学技術分野の課題に関する第一線級研究者の意識定点調査」全体概要版 by 科学技術政策研究所 & 科学技術政策研究所

























































































































































































































































































































































































































































（C） （AfC） （C－A）／（小臼サ （小BtC）
Cン臣
科 学 技 術 に 関 す る政 府 予 算 は 、日本
が 現 在 お かれ て い る科 学 技 術 の 全 て






































































2006年 度 （1位 回 答 ） 2007年 度 （1位 回 答 ） 2008年 度 （1位 回 答 ）
回 答 数　 割 合 極 ） 回 答 数　 割 合 （％） 回 答 数　 割 合 ㈲
全 回 答 者 1：政 府 主 導 の 国 家 プ ロジ ュ クト資 金 42　　 18 ．6 35　　 16 ．1 34　　 15 ．4
2：各 省 な ど に よる 公 募 型 研 究 費 15　　　 6 ．6 12　　　 5 ．5 14　　　 6 ．3
3：研 究 者 の 自 由 な 発 想 に よる公 募 型 研 究 費 105　　　 46 ．5 109　　　 50 ．0 97　　　 43 ．g
4：基 盤 的 経 費 に よ る研 究 資 金 5 7　　　 2 5．2 57　　　 26 ．1 7 1　　 32 ．1
5：民 間 か らの 研 究 資 金 7　　　 3．1 5　　　 2 ．3 5　　　 2 ．3
大 学 1：政 府 主 導 の 国 家 プ ロジ ェク ト資 金 13　　　 9．5 6　　　 4 ．8 12　　　 8 ．6
2：各 省 な ど に よる 公 募 型 研 究 費 8　　　 5．8 5　　　 4 ．0 5　　　 3 ．6
3：研 究 者 の 自 由 な 発 想 に よる 公 募 型 研 究 費 7 2　　　 52．6 73　　　 57．9 73　　　 52 ．1
4：基 盤 的 経 費 に よる研 究 資 金 4 0　　　 29．2 40　　　 31．7 48　　　 34 ．3
5 ：民 間 か らの 研 究 資 金 4　　　 2．9 2　　　 1．6 2　　　 1．4
公 的 研 究 機 関 1：政 府 主 導 の 国 家 プ ロジ ェク ト資 金 6　　　 20．0 7　　　 21．9 3　　 12 ．5
2 ：各 省 な ど に よ る公 募 型 研 究 費 4　　 13．3 4　　 12．5 3　　 12 ．5
3 ：研 究 者 の 自 由 な 発 想 に よる 公 募 型 研 究 費 12　　　 40．0 9　　　 28．1 7　　　 29 ．2
4 ：基 盤 的 経 費 に よる研 究 資 金 8　　　 26．7 12　　　 37．5 11　　 4 5．8
5 ：民 間 か ら の 研 究 資 金 0　　　 0．0 0　　　 0．0 0　　　 0．0
民 間 企 業 1：政 府 主 導 の 国 家 プ ロジ ェク ト資 金 22　　　 43．1 2 0　　　 41．7 15　　　 34 ．9
2 ：各 省 な ど に よ る公 募 型 研 究 費 3　　　 5．9 2　　　 4．2 4　　　 9．3
3 ：研 究 者 の 自 由 な 発 想 に よ る公 募 型 研 究 費 16　　　 3 1．4 2 0　　　 41．7 13　　　 30．2
4 ：基 盤 的 経 費 に よる 研 究 資 金 7　　 13．7 4　　　 8．3 8　　 18．6




＜間 1 と問 2 のクロス分 析 について＞
本文 で紹 介 したように、科学 技術 に関す る政 府予 算 は 、日本 が現在 お かれている科学 技術 の全 て
の状況 を鑑 みて充分 と思うか（間 1）という質 問 では、2006 年度 調査 から継 続 して指数 が低 下している。
評 価 を変 更した理 由をみ ると、中国等 の新 興 国にお ける研 究 開発 費 の伸 び を指摘 す る意 見 に加 え
て、「競 争 的研 究 資金 が 多く、自 由に使 える運 営 費 交付 金 が減 少 し研 究 の多様 性 が失 われ る傾 向 に
ある（その他 ，学長 等 クラス，男性 ）」といった意 見も見 られた。運 営費 交付 金 と競争 的 資金 の割合 が変
化 する中、回答者 の一 部 は、科学 技術 に関す る政府 予算 の総 額 ではなく、運 営費 交付 金 の減少 を重
要 祝し、間 1 の評価 を下 げている可能性 もある。
この点 につ いて、定量 的 に確 認す る為 、問 1 と間 2 のクロス分 析を試 行的 に行った。
図表 1－4 はクロス分 析 の結 果 である。間 2 において基盤 的 経費 による研 究資 金の拡 充の必 要が 高
い とした回答者 は 51 名 である。その内 の 1 割 を超 える回答者 が、前 回調 査 から間 1 の評 価を下げてい
る。他 の項 目を 1位 とした回答者 におい ては、評 価を上 げた回 答者 と下 げた回答者 の数 はほぼ同数 で
ある。
大学 や公 的研 究機 関 が世界 トップレベル の成果 を生み 出す ためには基盤 的 経 費の拡 充 の必要 度
が高 いとする回答者 にお いて、間 1 の評 価 を下げたものの数 が多いことか ら、運営費 交付 金 の減 少も





濫 1‥政府主導の国家プロジェクト資金　　　　　 1　　 23　　　 0
詣 2：各省などによる公募型研究費　　　　　　 0　　　 8　　　 0
睾雲 3：研究者の自由な鯛 による公募型研究費　　　 3　　 62　　 3
二三
菩ぷ　 4：基盤的経費による研究資金　　　　　　　　 7　　　 43　　　 1
壷　 5：民間からの研究資金　　　　　　　　　　　　 0　　　　 2　　　　 0











間 間 内 容
指 数 評 価 を 変 更 した 回 答 者 分 布（第 2回 と第 3回 の 比 較 ）











我 が 国 に お け る 知 的 基 盤 の 状 況 （数










査 －0．23 7　　 142 8 0．10 0 01









我 が 国 に お け る 研 究 情 報 基 盤 の 状 況
（ス ペ ッ ク 、サ ポ ー ト体 制 、使 い 勝 手 、
利 用 者 ニ ー ズ へ の 対 応 、等 ）は 充 分 と






















現 在 の 大 学 や 公 的 研 究 機 関 の 研 究
の 施 設 ・設 備 の 程 度 は 、優 れ た 人 材
の 育 成 や 創 造 的 ・先 端 的 な 研 究 開 発
を 行 うの に 充 分 と思 い ま す か 。 （大 学


















の 施 設 ）　　　　　　 l
㊧
現 在 の 大 学 や 公 的 研 究 機 関 の 研 究




















の 育 成 や 創 造 的 ・先 端 的 な 研 究 開 発 3．弓（23等） 0．17lo・03
l
臣 を 行 うの に 充 分 と 思 い ま す か 。 （大 学









現 在 の 大 学 や 公 的 研 究 機 関 の 研 究
の 施 設 ・設 備 の 程 度 は 、優 れ た 人 材
の 育 成 や 創 造 的 ・先 端 的 な 研 究 開 発
を 行 うの に 充 分 と 思 い ま す か 。 （公 的












現 在 の 大 学 や 公 的 研 究 機 関 の 研 究
















の 日 成 や 創 造 的 ・先 端 的 よ研 究 開 発
を 行 うの に 充 分 と思 い ま す か 。 （公 的








































































































































あな た は 、研 究 や 開 発 に 関 わる職 業
が 高 校 生 や 大 学 生 に とっ て魅 力 あ る























我 が国の大 学は、産業 界や 社会が求める能
力 （高い課 題探求能力 、柔軟な思考能 力、
確 実な基礎知識 、科学 的課 題から社会ニー
ズ、社会 的課 題までの広 い視 野、コミュニ
ケーション能力等 ）を有する科 学技術人材 を









































指数 評価 を変 更 した回答 者分 布（第2回 と第3回 の比較 ）










我 が 国 の 現 状 として　 望 ま し い 能 力 を J・さ 紹
［1 IO
Jン
28 150 11 0．2 1 0．09
N蒜
ヽ持 つ 人 材 が 、博 士 課 程 後 期 を 目 指 し 　Jレ
3．局 レ










望 ま しい 能 力 を持 つ 人 材 が 博 士 課 程
後 期 を 目 指 す た め の 環 境 の 整 備 （例
え ば 、博 士 課 程 後 期 在 学 者 へ の 経 済
的 支 援 、課 程 終 了 後 の キ ャリア 形 成





















博 士 号 取 得 者 が ア カ デ ミックな 研 究
職 以 外 の 進 路 も含 む 多 様 な キ ャリア
パ ス を選 択 で きる環 境 の 整 備 に 向 け
て の 取 組 （博 士 号 取 得 者 本 人 や 研 究
指 導 者 、企 業 等 の 意 識 改 革 を 含 む ）

















大 学 や 公 的 研 究 機 関 の 若 手 研 究 者
の 自 立 性 （例 え ば 、自 主 的 ・独 立 的 に
研 究 開 発 を 遂 行 す る能 力 ）は 充 分 に

















ll歪 吉 宗 猥 響 腎 筑 豊 訂
研 究 開 発 を 遂 行 す る能 力 ）は 充 分 に














































































我 が 国 の 若 手 研 究 者 や ポ ストドクター
が 海 外 研 究 機 関 で 研 究 活 動 を行 う
（い わ ゆ る 「武 者 修 行 」）機 会 につ い ：



























裏 芸 票 ㌫ 票 孟 莞 鵠 禁 郡
】い と思 い ます か o　　 l l
l　　瘻l　　業l　　重ト 十 疹






































































































































































































































我 が国 の研 究者 集 団にお いて女 性






















我 が国 にお いて、女性 研究 者 が活 躍
す るための環境 の改 善や 、採用 ・昇
進 等の人 事システムの工夫 は充分 と
























我 が国 にお いて、女性 研 究者 が活 躍
するための環境 の改 善や 、採用 ・昇
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評価 を変更 した回 答者 分布
（第2回 と第3回 の比較 ）
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10　 霊 莞
（A ）
O l ＋






第3期科学技術基本 計画 において　 自由発想型研 ，を
ll lト l l


















大 学 に お け る 基 礎 研 究 を 行 う研 究 環















°つ臣 援 者 ）は 、充 分 に 整 っ て い る と思 い ま









大 学 に お け る基 礎 研 究 を 行 う研 究 環
境 （研 究 資 金 、研 究 ス ペ ー ス 、研 究 支
援 者 ）は 、充 分 に 整 っ て い る と思 い ま































大 学 に お け る基 礎 研 究 を 行 う研 究 環









援 者 ）は 、充 分 に 整 っ て い る と思 い ま


































間 間 内 容
指 数 評 価 を変 更 した 回 答 者 分 布（第 2回 と第 3回 の 比 較 ）
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10　 霊 芝－ 1 0








科 学 研 究 費 補 助 金 制 度 に お い て は 、
応 募 課 題 に 対 し て 公 正 で 透 明 性 の 高
い 審 査 （審 査 体 制 の 整 備 、審 査 結 果
の 詳 細 な 開 示 等 ）が 行 わ れ て い る と 思



















l研 究 、基 盤 研 究 （S）、学 術 創 成 研 究 費 につ いて評 価 ベヽ ▼l 「
Jが行 われ てい る）にお ける中間 及 び 事後 評 価 （評 価
の 対 象 となる研 究課 題 の 進捗 状 況 、研 究 目的 の 達成 レぐ
lJh． 10 ［0．16 ，0°01
l 1r
d度 等 を評価 ）の仕 組 み は 、優 れ た研 究の 更 なる発 展











7 102 30 0．27 0．17
費 の 使 い や す さ （例 え ば 入 金 の 時


































科 学 技 術 振 興 調 整 費 制 度 にお い て
は 、応 募 課 題 に 対 して公 正 で透 明 性
の 高 い 審 査 （審 査 体 制 の 整 備 、審 査
結 果 の 詳 細 な開 示 等 ）が行 わ れ て い


















































科 学 技 術 振 興 調 整 費 制 度 にお ける研
究 費 の 使 い や す さ（例 えば 入 金 の 時
期 、研 究 費 の 年 度 間 繰 越 等 ）の 程 度

















































指数 評 価を変更 した 回答者 分布（第 2回 と第 3回の比較 ）


































競 争 的 資 金 の 配 分 機 関 に プ ログ ラ ム ・
オ フ ィサ ー （P O ）・プ ログ ラム ・デ ィレ ク
ター （P D ）制 度 が 導 入 され 、定 着 しつ
つ あ ります が 、P O ・P D 制 度 は 充 分 に




































大 学 な ど の 各 研 究 機 関 で は 、経 費 の
管 理 ・監 査 体 制 や 、公 正 で 透 明 な 資
金 管 理 体 制 が 充 分 に 整 備 され て い る









































































































































































指数 評価 を変 更 した回答 者分 布（第2回 と第3回 の比較 ）


























裾 －0．07 12 140 8 0．13 －0．03
くつ寸臣
我 が 国 の 基 礎 研 究 に つ い て 、国 際 的























我 が 国 の 研 究 者 集 団 に お い て 、成 果
活 用 の 観 点 か ら、 自 由 発 想 型 研 究 の
成 果 を 次 の 段 階 へ 繋 げ る活 動 は 活 発



























我 が 国 の 研 究 費 制 度 に つ い て 、基 礎
研 究 か ら実 用 化 研 究 まで 、個 々 の 制
度 や 機 関 を 超 え て 切 れ 目 な くつ な ぐ























額 7 126 11 0．13 0．03
C▼つ寸l臣
基 礎 研 究 を は じ め とす る我 が 国 の 研
究 開 発 の 成 果 は イ ノベ ー シ ョン に 充








































































我 が 国 の 研 究 者 は 、分 野 連 携 や 新 た
な 融 合 領 域 の創 出 に積 極 的 であ ると



























我 が 国 の 大 学 は 、分 野 連 携 や 新 たな
融 合 領 域 の 創 出 に 関す る研 究 者 の活
動 に対 して 、積 極 的 に 支 援 して い ると



































社 会 的 ・経 済 的価 値 の創 出 を 目指 す
研 究 開 発 の 推 進 にお い て 、人 文 ・社
会 科 学 と自然 科 学 の 知 の 統 合 の 現 状
と今 後 の 必 要 性 につ い て どの ようにお
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問 問 内 容
指 数 評 価 を変 更 した 回 答 者 分 布（第 2回 と第 3回 の 比 較 ）





民 間 企 業 は 、大 学 や 公 的 研 究 機 関 に
対 し て 民 間 企 業 が 抱 え て い る 技 術 的














岩旦 」　　 ロ　　　　　　 ビー♪　　　　　 柊








民 間 企 業 は 、大 学 や 公 的 研 究 機 関 に
対 し て 民 間 企 業 が 抱 え て い る 技 術 的


































大 学 や 公 的 研 究 機 関 は 、民 間 企 業 が
抱 え て い る 技 術 的 課 題 に 関 心 を 持 っ


















大 学 や 公 的 研 究 機 関 は 、民 間 企 業 が
抱 え て い る 技 術 的 課 題 に 関 心 を 持 っ




































産 学 官 の 間 で研 究 情 報 の 交 換 が 進　 董
ん だ り、相 互 の 知 的 刺 激 の 量 が 増 し　 畠





0．00 8 14717 0．150．05
⊂つ










15 0，16 0．05品 産 に 関 わ る運 用 不　　　　 な ど 芦 l 3 （ldT ㌣









産 学 連 携 の 高 ま りは 、大 学 にお ける
研 究 開 発 活 動 及 び 教 育 活 動 に対 して
良 い 効 果 が あ ると思 い ます か 、そ れ と
も悪 い 効 果 があ ると思 い ます か 。 （研
























産 学 連 携 の 高 ま りは 、大 学 にお ける
研 究 開 発 活 動 及 び 教 育 活 動 に対 して
良 い 効 果 が あ ると思 い ます か 、そ れ と
も悪 い 効 果 があ ると思 い ます か 。 （教

































































































































































































































































































































































































































ライフ 情 報 環 境 ナ ノ材 料
2 0 0 82 0 0 6　 2 0 0 7　 20 0 8 2 0 0 6　 20 0 7　 2 0 0 8 2 0 0 6　 20 0 7　 2 0 0 8 2 0 0 6　 2 0 0 7
1 基 礎 研 究 4 0 ．2　　 4 3 ．3 4 2 ．6　 4 9．0 4 0 ．2　 4 2 ．9 3 6 ．9　　 3 9 ．8 4 4 ．4
2 応 用 研 究 1 4 ．0　 12 ．5　 1 7 ．7
1 6 ．8　 18 ．3　 2 0 ．8
16 ．8　 1 6．7　 1 6 ．5 1 5 ．2　 1 7 ．1　 18 ．5
1 2 ．5　 1 2 ．4　 18 ．5
1 4 ．4　 16 ．7 1 7 ．2
6 ．1
3 ．0
3 実 用 化 16 ．8　 1 2．5　 16 ．5 18 ．9　 16 ．7
4 知 的 財 産 8 ．4　　 9 ．6　 1 0 ．4 3 ．0　　 2．1　 1．2 5 ．4　　 4 ．8　　 4 ．3 8 ．1　　 6 ．5
5 産 学 官 連 携 1 5 ．9　 1 1．5 1 7．8　 1 5．6　 1 5 ．3 1 5 ．2　 10 ．517 ．1　 15 ．7
6 人 文 社 会 学 4 ．7　　 4 ．8　　 5 ．2 3 ．0　　 4 ．2　　 4 ．7 1 1 ．6　 1 2 ．4　　 9 ．8 4 5　　 4 ．6
エ ネ ル ギ ー もの づ くり 社 会 基 盤 フ ロンテ ィア
2 0 0 6　 2 0 0 7　 2 0 0 82 0 6　 20 0 7　 2 0 0 82 0 6　 2 0 0 7　 2 0 0 8 2 0 0 6　 2 0 0 7　 2 0 0 8
1 基 礎 研 究 4 0 ．4　 4 1．5　 3 8 ．9 4 4 ．6　 4 2．9　 4 7 ．7 4 4 ．5　 4 3 ．43 1．4　 3 8 ．1　 3 8 ．4
2 応 用 研 究 2 6 ．6　　 2 2 ．6 12 ．9　 1 2．2　 1 0 ．2 1 4 ．5　 1 7 ．9　 16 ．5 2 3 ．3　 2 2 ．6　 2 3 ．3
3 実 用 化 1 3 ．8　 12 ．3　 2 0 ．0 1 9．8　 1 8．4　 17 ．01 0 ．9　　 7 ．513 ．2 2 7 ．9　　 2 2 ．6　 2 6 ．0
4 知 的 財 産 2 ．8　　 2 ．8　　 0 ．0 7．9　　 9．2 5 ．5　　 3 ．8　　 3 ．3 3 ．5　　 2 ．4　　 1．4
5 産 学 官 連 携 1 1．0　 14 ．2　 1 3 ．3 12 ．9　 1 5．3　 18 ．2 2 0 ．0　 2 2 ．6　 2 2 ．0 9 ．3　 10 ．7　　 8 ．2




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ライフ 情 報 環 境 ナ ノ材 料
2006　 200 7　 20 08 2006　 200 7　 2008 200 6　 200 7　 200 8 2006　 2007　 20 08
1政 府 プ ロ 24．0　 17．3 22．2　　 27．1　 27．1 28 ．1　 28．6　 30．1 17．1　 14．7　 14 ．1
2各 省 公 募 型 5．8　　 7．7　　 8．3 12．1　　 9．4　　 9．4 10 ．5　　 7．6　　 8．6 10．8　　 7．3　　 8．1
3 自 由 発 想 48．1　 46．2　 4 5．8 4 2．4　 40 ．63 6．0　 37．1　 35．5 42．3　 47．7　 4 5．5
4基 盤 経 費 18．3　　 23．1　 25．0 14 ．1　 14．6　 20．0 22．8　　 24．8　 23．7 27．9　 29．4　 3 1．3
5民 間 資 金 3．8　　 5．8　　 4 ．2 9．1　　 8．3　　 8．22 6　　 1．9　　 2．2 1．8　　 0．9　 1．0
エ ネ ル ギ ー もの づ くり 社 会 基 盤 フ ロンテ ィア
2006　 200 7　 2008 2006　 200 7　 2008 200 6　 200 7　 200 8 2006　 2007　 2 008
1政 府 プ ロ 31．8　 27．1 20 ．8　　 20．4　 18．2 3 9．6　 35．545．3　 44．0　 4 5．8
2各 省 公 募 型 13．6　 10．3 16．8　 16．3　 17．0 2．7　　 2．8　　 3．2 3．5　　 2．4　 1．4
3 自 由 発 想 30．9　 34．6　 30 ．8 25．7　　 25．5　 27．3 29 ．7　　 30．8　 29．0 22．1　 22．6　 18 ．1
4基 盤 経 費 19．1　 24．3　 2 9．7 26．7　　 29．6　 3 1．8 26 ．1　 29．0　 32．3 23．3　 27．4　 30 ．6




















































































































































































































分 野 ・戦 略 重 点 科 学 技 術
日 本 の 研 究 の 我 が 国 で 必 要 な 取 組 み




A Ol 生 命 プ ログ ラ ム 再 現 科 学 技 術 5．8 6 ．3 人 材 （4 7％） 資 金 （2 3％）
A O2 臨 床 研 究 ・臨 床 へ の 橋 渡 し研 究 4 ．1 5 ．2 人 材 （3 跳 ） 資 金 （17籾
A O 3棟 的 治 療 等 の 革 新 的 が ん 医 療 技 術 4 ．6 5 ．8 人 材 （3 7％） 一　　　　 分 野 （2 4％）
A O 4 新 興 ・再 興 感 染 症 克 服 科 学 技 術 4 ．6 5 ．0 人 材 （3 9％） i　　 資 金 （2 0％）
A O5 安 全 な 食 料 の 生 産 ・供 給 科 学 技 術 4 ．0 4 ．3 人 材 （3 4％） ！　　 資 金 （澗 ）
A O 6 生 物 機 能 活 用 の 物 質 生 産 ・環 境 改 善 科 学 技 術 4 ．7 4 ．9 人 材 （3 7％） l　　 資 金 （16％）





B O l世 界 最 高 水 準 の 次 世 代 ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ 6 ．3 5 ．3 人 材 （3 仇 ） 資 金 （2 餓 ）
B O2 次 世 代 を 担 う高 度 汀 人 材 の 育 成 3 ．4 4 ．5 人 材 （79 ％） i　　　 国 際 （7％）
B O 3超 微 細 化 ・低 消 費 電 力 化 及 び 設 計 ・製 造 技 術 6 ．5 6 ．1 人 材 ，資 金 （30％）
B O4 デ ィス プ レイ ・ス トレ ー ジ ・超 高 速 デ バ イ ス の 技 術 7 ．2 7 ．0 産 学 官 （29％） 資 金 （2 4％）
B O 5家 庭 や 衝 で 生 活 に 役 立 つ ロ ボ ッ ト中 核 技 術 7 ．4 7 ．5 資 金 （2 7％） 人 材 （2 3％）
B O6 世 界 標 準 を 目指 す ソフ トウ ェア 開 発 支 援 技 術 3 ．5 4 ．3 人 材 （54 ％） 産 学 官 （14％）
B O 7大 量 の 情 報 、便 利 ・快 適 な 次 世 代 ネ ットワ ー ク 5 ．7 6 ．6 産 学 官 （23％） i　　 基 盤 （18％）
B O8 生 活 支 援 す るユ ビ キ タス ネ ットワ ー ク利 用 技 術 5 ．9 6 ．7 分 野 （2 2％） ；　 人 材 ，産 学 官 （20 ％）
B O9 コ ン テ ン ツ 創 造 及 び 情 報 活 用 技 術 4 ．6 5 ．6 人 材 （46％） 　ー　　 資 金 （1 3％）
B lO 安 全 ・安 心 な IT 社 会 実 現 の セ キ ュ リテ ィ技 術 4 ．9 5 ．6 人 材 （42 ％） 一　　　　 基 盤 （16％）
環
境
C O l人 工 衛 星 か らの 地 球 温 暖 化 の 観 測 科 学 技 術 5 ．4 5 ．6 人 材 ，資 金 （2 8％）
C O 2ス パ コ ン を 用 い た 気 候 変 動 予 測 の 科 学 技 術 6 ．6 6 ．6 人 材 （28％） ！　　 基 盤 （2餓 ）
C O 3 地 球 温 暖 化 が も た らす リス ク予 測 の 科 学 技 術 5 ．0 5 ．4 人 材 （33 ％） 基 盤 （16 ％）
C O 4 世 界 を 先 導 す る化 学 物 質 リス ク評 価 管 理 技 術 5 ．0 4 ．9 人 材 （3訊 ） i　　　 資 金 （2 0％）
C O5 国 際 流 通 対 応 有 用 物 質 利 用 ・有 害 物 質 管 理 技 術 5 ．4 4 ．8 国 際 （2 7％） 人 材 （2 2％）
C O 6 効 率 的 に エ ネ ル ギ ー を 得 るた め の バ イ オ マ ス 利 用 技 術 5 ．5 5 ，9 資 金 （22％） ；　 人 材 ，産 学 官 （20％）
l
C O 7 健 全 な 水 循 環 を 保 ち 自 然 と共 生 す る 社 会 の 設 計 5 ．6 5 ．1 人 材 （34 ％） 資 金 （18 ％）
C O 8 多 種 多 様 な 生 物 に よる 生 態 系 の 保 全 ・再 生 技 術 4 ．7 4 ．9 人 材 （4 3籾 資 金 ，分 野 （18叫
C O 9化 学 物 質 リス ク管 理 を 社 会 に 普 及 す る 技 術 4 ．4 4 ．3 人 材 （45 ％） ！　　 分 野 （19 ％）
C lO 3 R に 適 し た 生 産 ・消 費 シ ス テ ム の 設 計 科 学 技 術 5 ．6 5 ．6
工産 学 官 （2 9％）　　　　　　 人 材 （2 7％）





D O lク リー ン エ ネ ル ギ ー コ ス ト削 減 の 革 新 的 材 料 技 術 6 ．9 7 ．1 人 材 （33％）
雪　　　 産 学 官 （2 0％）
D O 2希 少 資 源 ・不 足 資 源 代 替 材 料 革 新 技 術 5 ．8 6 ．0 人 材 （38％） i　　　 資 金 （20 ％）
D O 3 生 活 の 安 全 ・安 心 を 支 え る 革 新 的 ナ ノ ・材 料 技 術 6 ．1 6 ．2 人 材 （3鍋 ） i　　　 分 野 （2 0％）
D O4 イ ノベ ー シ ョン創 出 の 中 核 とな る革 新 的 材 料 技 術 6．1 5．9 人 材 （4 4％） 資 金 （18 ％）
D O 5デ バ イス 性 能 限 界 突 破 の 先 端 的 エ レク トロニ クス 7 ．0 6 ．9 人 材 ，産 学 官 （26 ％）
D O 6超 早 期 診 断 と低 侵 襲 治 療 の 先 端 的 ナ ノバ イ オ 5 ．5 6 ．7 人 材 （38％） 分 野 （16 ％）
D O 7 ナ ノテ クの 社 会 受 容 の た め の 研 究 開 発 4 ．7 4 ．8 人 材 （35％） ］　　 産 学 官 ，分 野 （15幼
D O 8イ ノベ ー シ ョン創 出 拠 点 の ナ ノテ ク 実 用 化 研 究 5．3 5．6 人 材 （39％）　　　　　　 産 学 官 （2 1％）
D O 9ナ ノ最 先 端 計 測 ・加 工 技 術 6 ．6 6 ．6
人 材 （37％） i　　 資 金 （2 1％）







分 野 ・戦 略 重 点 科 学 技 術
日 本 の 研 究 の 我 が 国 で 必 要 な 取 組 み






E O l省 エ ネ の 衝 を 実 現 す る都 市 シ ス テ ム 技 術 5．5 4．9 人 材 ，規 制 緩 和 （2 8％）
E O2 実 効 性 の あ る 省 エ ネ 生 活 を 実 現 す る 先 進 的 住 宅 ・建 築
物 関 連 技 術 6 ．2 5．7 規 制 緩 和 （2 7％）　　　　　　 人 材 （2 5％）
E O3 便 利 で 豊 か な 省 エ ネ 社 会 を 実 現 す る 先 端 高 性 能 汎 用 デ
バ イ ス 技 術 7．1 6．3 人 材 （2 9％）　　　　　　 産 学 官 （2 2％）
E O 4 省 エ ネ 工 場 実 現 の 革 新 的 素 材 製 造 プ ロセ ス 技 術 6 ．7 6 ．1 人 材 （3 5％）　　　　　　 産 学 官 （2 0％）
E O 5 石 油 を 必 要 としな い 新 世 代 自 動 車 の 革 新 的 技 術 7．3 7．5 人 材 （2 9％）　　　　　　　 資 金 （2 1％）
E O 6 石 油 に 代 わ る 自 動 車 用 新 液 体 燃 料 （G T L）技 術 6 ．0 6 ．1 人 材 （2 5％）　　　　　　　 資 金 （2 用 ）
E O 7 先 端 燃 料 電 池 シ ス テ ム と安 全 な 革 新 的 水 素 貯 蔵 ・輸 送
技 術 6 ．5 6 ．7 人 材 （2 7％）　　　　　　　 資 金 （2 2％）
E O 8 太 陽 光 発 電 の 革 新 的 高 効 率 化 ・低 コ ス ト化 技 術 7 ．4 6 ．9 資 金 （2 8％）　　　 人 材 ，産 学 官 ，資 金 （18％）
E O 9 電 源 や 利 用 形 態 の 制 約 を 克 服 す る 高 性 能 電 力 貯 蔵 技
術 6 ．5 5 ．8
人 材 （2 8％）　　　　　 基 盤 ，資 金 （20％）
E lO クリー ン ・高 効 率 で 世 界 を リー ドす る 石 炭 ガ ス 化 技 術 5 ．9 4 ．9 産 学 官 ，資 金 （19％）
E ll 安 全 性 ・経 済 性 に 優 れ る 次 世 代 軽 水 炉 の 実 用 化 技 術 6 ．6 5 ．3 人 材 （3 9％）　　　　　　 産 学 官 （14％）
E 12 高 レ ベ ル 放 射 性 廃 棄 物 等 の 処 分 実 現 に 不 可 欠 な 地 層
処 分 技 術 5 ．6 5 ．3 規 制 緩 和 （2 6％） 1　　　　 人 材 （2 1％）
E 13長 期 的 な エ ネ ル ギ ー の 安 定 供 給 を 確 保 す る高 速 増 殖 炉
（F B R ）サ イクル 技 術 6 ．9 5 ．6 人 材 （3 7％）　　　　　　　 資 金 （18％）






F O l 日本 型 も の づ くり技 術 を さら に 進 化 させ る 、科 学 に 立 脚 し
た も の づ くり「可 視 化 」技 術 5 ．7 5 ．4
人 材 （4 9％） 資 金 （19％）
F O 2 資 源 ・環 境 ・人 口 制 約 を 克 服 し 、 日本 の フ ラッ グ シ ップ と
な る 、も の づ くりの プ ロ セ ス イノベ ー シ ョン 5 ．7 5 ．0






G O l減 災 を 目 指 した 国 土 の 監 視 ・管 理 技 術 7 ．2 6 ．5 人 材 （5 3％）　　　　　　　 資 金 （1 4％）
G O2 現 場 活 動 を 支 援 し人 命 救 助 や 被 害 拡 大 を 阻 止 す る 新 技
術 5 ．8 5 ．5 人 材 （5 4％）　　　　　　 産 学 官 （16％）
G O3 少 子 高 齢 化 社 会 に 対 応 し た 社 会 資 本 ・都 市 の 再 生 技 術 4 ．7 4 ．5 人 材 （48 ％）　　　　　　　 分 野 （1 4％）
G O4 新 た な 社 会 に 適 応 す る交 通 ・輸 送 シ ス テ ム 新 技 術 5 ．7 5 ．5 人 材 （34 ％）　　　　　　　 資 金 （2 0％）
フ






H O2 衛 星 の 高 信 頼 性 ・高 機 能 化 技 術 4 ．6 5 ．2 人 材 （36 ％）　　　　　　　 資 金 （3 1％）
H O3 次 世 代 海 洋 探 査 技 術 5 ．3 5 ．4 人 材 （46 ％） 資 金 （2 7％）























































































































































































2 0 0 5 年 度 、 2 0 0 6 年 度 の 文 部 科 学 大 臣 表 彰 受 賞 の 企 業 研 究 者
ト ッ プ リ サ ー チ ャ ー 調 査 に お け る 企 業 関 係 者
④
2 0 0 5 年 度 、 2 0 0 6 年 度 の 猿 橋 賞 受 賞 者
2 0 0 5 年 度 、 2 0 0 6 年 度 の 日 本 女 性 科 学 者 の 会 奨 励 賞 受 賞 者
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分 析 手 法 特 徴 留 意 点 聞 値
指数 の差
（C －A ）
／（A ＋B 十C ）
評 価を変更した回答者 の数 、変更の大き
さ（何 段階 評価 を上 げたのか、下 げたの
か）の両方を含んだ情報が得 られる。
少数 の回答 者が評価 を大きく変えた際 に、
全体の指数 変化 に影響 する場合がある（例
えば回答者 が 5 人で、1人が評価を 5 段階
下げ、4 人 が評価を 1 段階上げた場合、評





絶 対 値評 価を上げ た回 答者 数と下 げた回答者 評価 の変 更の大きさについては考慮 してい
数 を比較 して、どちらがどの程度 多いの ないので、評価 を大 きく変 えた回答者 の意 が 0．1以








ある問 いにつ いては、回答者 グル ープごと
／（A ＋B＋C ） に変化を調べる、自由記述 を参 考 にする等
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